
南部圏域振興計画（素案）の概要

○切迫する南海トラフ

巨大地震と頻発・激甚化

する風水害
・今後３０年で７０％程度の発生

確率

・南部圏域で死者１万人超、

避難者約６万人

・頻発・激甚化する風水害への

対応

○南部圏域の過疎高齢

化、人口減少問題
・南部過疎地域の高齢化率

４０％超 （４４．１％）

・限界集落・極点社会の進行

・人口減による地域の低迷

○基幹産業である農林水

産業の活性化
・価格の低迷、就業者の減少、

高齢化

・シカ・サルなどの鳥獣被害

○豊かな自然環境の

保全と利活用
・海・山・川がそろった自然環境

・自然エネルギーの宝庫

１ 安全・安心して暮らせる地域づくり
(1) 南海トラフ巨大地震や頻発・激甚化する

風水害などの災害対策の強化
【プラン１】 南海トラフ巨大地震や風水害に対する

ソフト対策の推進

【プラン２】 南海トラフ巨大地震や風水害に対する

ハード対策の推進

(2) 誰もが安全・安心できる暮らしの確保と向上
【プラン３】 災害医療を含む地域医療の充実・

強化

【プラン４】 健やかに暮らせる保健・福祉・医療等の

連携体制の充実・強化

【プラン５】 こどもや女性など、みんなが安全、安心

して暮らせる地域づくり

２ 県南ならではの産業による地域づくり
(1) もうかる農林水産業の推進

【プラン６】 世界にはばたく農畜産物のブランド化・

６次産業化等の推進

【プラン７】 県南ならではの水産物のブランド化

等の推進

【プラン８】 「森林大県・徳島」を牽引する林業の

推進

(2) ひとと環境に優しい産業振興
【プラン９】 ＬＥＤを核とした産業の振興

【プラン10】 資源循環型農業の推進

【プラン11】 地域の資源を活かし育む取組み

３ 交流がひろがる地域づくり
(1) 圏域の自然とその恵みの体感による観光

振興
【プラン12】 豊かな自然や歴史文化を活かした

体験型観光の振興

【プラン13】 世界に誇るアウトドアフィールドの提供

【プラン14】 豊かな自然の恵み「食」による交流

の促進

(2) 「四国の右下」ファンづくりによる交流人口

の拡大
【プラン15】 「四国の右下」の効果的な魅力発信

【プラン16】 「四国の右下」の新たな魅力づくり

「安全で」「住みやすく」

「あたたかい」持続可能な

地域づくりを目指す

○つながり、支えあう （絆）

○まもり、伝える （継承）

○育て、生み出す （創生）

現状・課題

将来像・理念

(3) 地域交通体系の整備促進
【プラン17】 高速道路、地域高規格道路の整備

促進

【プラン18】 主要幹線道路の整備促進

【プラン19】 地域交通の確保

４ 自然とともに歩む地域づくり
(1) 美しく豊かな自然環境の保全と利活用

【プラン20】 青（みず）と緑（もり）が彩る自然環境

の保全

【プラン21】 地域の環による自然保護と利活用

【プラン22】 生態系の保全と地域づくり

【プラン23】 鳥獣害対策の推進、野生生物の適正

管理

(2) 自然エネルギーの利活用
【プラン24】 自然エネルギーの「宝庫」の利活用

【プラン25】 災害に強い自立・分散型エネルギー

の推進

５ 支えあい次世代につなぐ地域づくり
(1) ひとを呼び、育む地域づくり

【プラン26】 若い世代の移住、定住の促進

【プラン27】 新しいライフスタイル、ワークスタイル

の展開

【プラン28】 農林水産業をはじめとする地域産業

を支える担い手の育成・ 新規就業支援

【プラン29】 若い世代の結婚、子育ての支援

(2) まちを創生し、次世代につなぐ地域づくり
【プラン30】 ひとが輝き、まちを支える地域づくり

【プラン31】 地域でひろがる学びの環づくり

【プラン32】 大学の専門知識、若い力の活用

【プラン33】 空き家、遊休資産等の活用

【プラン34】 伝統ある歴史・文化の継承

※ 今後、具体的な施策とその達成度の目安となる

「成果指標」 を設定

課題解決プラン実施計画

まち

ひと しごと

１ 安全・安心して暮らせる

地域づくり

<「まち」の創生>
南海トラフ巨大地震や頻発・激甚化する風水害

などの大規模災害に「助かる命を助ける」「助

かった命を守る」の両面で備えるとともに、日

常のなかで誰もが安全・安心できる生活の確保

を図る

課題解決のための

基本戦略

２ 県南ならではの産業による

地域づくり

<「しごと」の創生>
海・山・川がそろった豊かな自然環境に根づい

た圏域の基幹産業である農林水産業の振興を図

るとともに、環境に優しい「２１世紀の光源・

ＬＥＤ」をはじめとする地域の資源を活用した

県南ならではの産業の振興を推進

３ 交流がひろがる地域づくり

<「まち」「しごと」の創生>
海・山・川が一体となった圏域特有の美しく豊

かな自然とその恵みや、自然のなかでの暮らし

で育まれた文化等を活用した観光の振興、「四

国の右下」の魅力発信、地域交通体系の整備促

進により、圏域への交流の拡大を図る

４ 自然とともに歩む地域づくり

<「まち」の創生>
圏域の宝物であり生活を支える、美しく豊かな

自然環境の保全や生態系に配慮した取組みを進

めるとともに、恵まれた自然エネルギー資源の

積極的な利活用を図り、自然とともに歩む地域

づくりを推進

５ 支えあい次世代につなぐ

地域づくり

<「まち」「ひと」の創生>
移住・定住の促進やサテライトオフィスの誘致

拡大、農林水産業への新規就業者の支援により、

ひとの流れを生むとともに、若い世代の結婚、

子育てを支え、教育や文化が育まれ、誰もが輝

く、支えあい次世代につながる地域づくりを推

進
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